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の排出削減に寄与する雑草制御手段な
どの気温上昇を回避する技術開発と併
せて，植物防疫の関連分野との連携の
下に気候変動に対応した雑草科学の展
開をはかる必要がある。
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ケシ科ケシ属の一年草または越年草。北海道南部以南の，畑
地，牧草地，樹園地，荒地，路傍から都市部のコンクリートの
隙間まで，温暖で日当たりのいい，乾いた肥沃地で生育する。
背丈は肥沃度によって異なり，15cm 程度から 60cm 以上にも。
花色は朱赤色，花弁は 4 枚。果実は 2cm ほどの円柱状で，先
端に 7 ～ 9 本の放射状の柱頭が残って蓋になり，熟すとその
すぐ下に窓が開きその隙間から種子を散布する。

春から初夏にかけて，公園や畑，路傍やコンクリートの隙間
などに赤から朱色のポピーの花が咲き誇る。公園や花壇などの
ポピーはヒナゲシ，路傍のポピーはナガミヒナゲシ。前者は江
戸時代に観賞用として持ち込まれ，後者は輸入穀物などに混
じって日本に入り込んできたとされ 1960 年代に東京で確認さ
れた。

東京で最初に確認されてからの広がりは速かった。ナガミヒ
ナゲシはヒナゲシより少し小ぶりで，花色も赤というより朱赤
色から橙色ではあるが，見た目は可憐なヒナゲシである。近所

に住む園芸好きの女性たちが「まぁ，可愛い」とばかりに種子
を持ち帰ったであろうことは想像に難くない。そうして居場所
を確保したナガミヒナゲシは隣近所をはじめ次々とテリトリー
を広げていった。種子が「芥子粒」のごとく小さい上に表面
が凸凹していて車のタイヤなどに引っ付きやすく，車に運ば
れて全国へと広がっていったとされる。その結果，20 年後の
1980 年には関東以西，50 年後の 2010 年には北海道南部以南
の全国にまで広がった。

そんなナガミヒナゲシを詠った歌人がいる。2009 年に短歌
研究新人賞を受けたという「やすたけまり」氏の歌から 3 首。

　ある年の数字がならぶ『ナガミヒナゲシ　発見』と検索すれば
　六月の信号待ちのトラックの濡れたタイヤにはりつく未来
　ちいさくてかるいからだはきづかれずきずつけられず運ばれてゆく
コロナ禍の中で今年も春が巡ってきた。我が家のナガミヒナ

ゲシのロゼットも冬を越した。間もなく花茎を立ち上げてくる
はずである。
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